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業績予想の修正に関するお知らせ 

 

 最近の業績動向を踏まえ、平成 23 年４月 15 日に公表した業績予想を下記のとおり修正いたしましたので

お知らせいたします。 
 

記 

 

１. 平成 24 年２月期第２四半期(累計)業績予想数値の修正(平成 23 年３月１日～平成 23 年８月 31 日) 
(連結) 

１ 株 当 た り 
営 業 収 益 営 業 利 益 経 常 利 益 四 半 期 純 利 益 

四半期純利益

百万円 百万円 百万円 百万円 円 銭

前 回 発 表 予 想 ( A ) 
165,500 3,000 2,750 150 1.20

今 回 修 正 予 想 ( B ) 165,200 4,000 3,800 1,300 10.41
増 減 額 ( B － A ) △300 1,000 1,050 1,150 
増 減 率 ( % ) △0.2 33.3 38.2 766.7 
(参 考 )前 期 第 ２ 四 半 期 実 績 
(平成 23 年２月期第２四半期 ) 

165,501 3,477 3,237 133 1.07

 
(個別) 

１ 株 当 た り 
営 業 収 益 営 業 利 益 経 常 利 益 四 半 期 純 利 益 

四半期純利益

百万円 百万円 百万円 百万円 円 銭

前 回 発 表 予 想 ( A ) 
165,000 3,000 2,850 600 4.81

今 回 修 正 予 想 ( B ) 164,800 4,000 3,800 1,600 12.82
増 減 額 ( B － A ) △200 1,000 950 1,000 
増 減 率 ( % ) △0.1 33.3 33.3 166.7 
(参 考 )前 期 第 ２ 四 半 期 実 績 
(平成 23 年２月期第２四半期 ) 

165,015 3,319 3,177 208 1.67

 
 
 
 
 
 



   

 
 
２. 平成 24 年２月期通期業績予想数値の修正(平成 23 年３月１日～平成 24 年２月 29 日) 

(連結) 
１ 株 当 た り 

営 業 収 益 営 業 利 益 経 常 利 益 当 期 純 利 益 
当 期 純 利 益

百万円 百万円 百万円 百万円 円 銭

前 回 発 表 予 想 ( A ) 
328,000 6,500 6,000 700 5.61

今 回 修 正 予 想 ( B ) 325,000 6,500 6,000 700 5.61
増 減 額 ( B － A ) △3,000 － － － 
増 減 率 ( % ) △0.9 － － － 
( 参 考 ) 前 期 実 績 
( 平 成 2 3 年 ２ 月 期 ) 

332,227 6,299 5,780 2,764 22.15

 
(個別) 

１ 株 当 た り 
営 業 収 益 営 業 利 益 経 常 利 益 当 期 純 利 益 

当 期 純 利 益

百万円 百万円 百万円 百万円 円 銭

前 回 発 表 予 想 ( A ) 
327,000 6,500 6,200 1,300 10.41

今 回 修 正 予 想 ( B ) 324,000 6,500 6,200 1,300 10.41
増 減 額 ( B － A ) △3,000 － － － 
増 減 率 ( % ) △0.9 － － － 
( 参 考 ) 前 期 実 績 
( 平 成 2 3 年 ２ 月 期 ) 

331,424 6,348 6,032 3,051 24.45

 
３. 修正の理由 
平成 24 年２月期第２四半期(累計)の連結及び個別業績予想につきましては、平成 23 年３月 11 日に発生し

た東日本大震災による電力供給不足に対応する営業上の制約や、大幅な消費マインドの低下から厳しい経営

環境となることを見込んでいました。 
営業収益については想定以上に厳しい状況でしたが、その中で「質の高い売上高の拡大」の実現に向けた

販促施策の見直しや、全社を挙げて節電施策に取り組んだこと等により、売上総利益の改善と経費の抑制が

図られ、営業利益・経常利益及び当期純利益は当初の見通しを上回る見込みとなりました。 
平成 24 年２月期通期の連結及び個別業績予想につきましては、第３四半期以降の厳しい経営環境を勘案し

た結果、営業収益は当初の見通しを下回るものの営業利益・経常利益及び当期純利益は当初の見通しを確保

できる見込みです。 
以上の理由により、平成 24 年２月期第２四半期(累計)及び通期の連結及び個別の業績予想を修正します。 

 
 
 
(注)上記業績予想の修正は、本資料発表日現在における事業環境に基づくものであり、今後様々な要因によって上記予想

と実際の業績が異なる可能性があります。 
 

以 上 


